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今
年
二
〇
一
六
年
も
各
地
で
大
杉
栄
・
伊

藤
野
枝
・
橘
宗
一
の
記
念
集
会
が
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
開
催
概
要
を
ま
と
め
ま
し

た
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
静
岡
県
静
岡
市

「
二
〇
一
六
年　

墓
前
祭
・
講
演
会
」

◇
期
日
＝
９
月
10
日
（
土
）

・
11
時
～　

墓
前
祭
（
沓
谷
霊
園
／ 

静
岡
市

葵
区
沓
谷
一
丁
目
１
７
４
番
地
）

・
14
時
～　

講
演
会　

田
中
伸
尚
氏
「
今
、
な

ぜ
伊
藤
野
枝
か
」（
あ
ざ
れ
あ
五
階 

第
三
会

議
室
（
静
岡
市
駿
河
区
馬
渕
１
丁
目
17

−

１
）

／
静
岡
駅
北
口
か
ら
西
徒
歩
10
分
）

◇
問
い
合
わ
せ
：
水
曜
文
庫
（
０
５
４

−

６
８
９

−

４
４
５
５
）

●
愛
知
県
名
古
屋
市

「
第
42
回　

橘
宗
一
少
年
墓
前
祭
／
講
演
会
」

◇
期
日
＝
９
月
11
日
（
日
）

◇
墓
前
祭
＝
13
時
～　

於
＝
日
泰
寺
境
内　

墓
碑
前

※
自
由
ケ
丘
バ
ス
停
よ
り
西
へ
約
３
０
０
Ｍ
。

墓
前
祭
へ
の
参
列
は
墓
碑
へ
直
行
す
る
か
、

「
日
泰
寺
」
境
内
入
口
付
近
の
旧
茶
店
跡
へ
集

合
し
て
く
だ
さ
い
。
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
12
時

30
分
に
出
発
／
移
動
し
ま
す
。　

※
「
覚
王
山
日
泰
寺
」
へ
は
Ｊ
Ｒ
名
古
屋
駅

か
ら
地
下
鉄
東
山
線
「
覚
王
山
駅
」
下
車
、

１
番
出
口
、
徒
歩
５
分
）

◇
講
演
会　

14
時
～

講
師
＝
手
塚
登
士
雄
氏
（『
日
本
ア
ナ
キ
ズ
ム

運
動
人
名
事
典
』『
大
杉
栄
全
集
』
編
集
委
員
）

テ
ー
マ
＝
大
杉
栄
と
名
古
屋
（
仮
）

会
場
＝
名
古
屋
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
ホ
ー
ル
２
階 

※
愛

知
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
南
向
か
い
（
０
５
２

−
９
６
１

−

７
７
０
７
）　

地
下
鉄
東
山
線

「
栄
」
下
車
、
５
番
出
口
、
東
へ
徒
歩
３
分
）

◇
参
加
費
＝
３
０
０
円

◇
連
絡
先
＝
橘
宗
一
少
年
の
墓
碑
保
存
会

（
０
５
２

−

８
４
２

−

７
６
４
１
ア
ル
ス
内
）

※
墓
碑
保
存
会
へ
の
維
持
会
費
ご
協
力
の
お

願
い
（
年
一
口
３
０
０
０
円
）

郵
便
振
替
口
座　

00870-1-120387

　

 　
　
　
　

橘
宗
一
少
年
墓
碑
保
存
会

●
新
潟
県
新
発
田
市

「
大
杉
栄
メ
モ
リ
ア
ル
２
０
１
６
～
映
像
と
言

葉
で
日
本
の
近
現
代
史
を
ふ
り
か
え
る
～
」

◇
期
日
＝
９
月
17
日
（
土
）
13
時
～
16
時
（
開

場
12
時
半
）

◇
新
発
田
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
多
目
的

ホ
ー
ル
（
新
発
田
市
中
央
町
５

−

８

−

47
）

○
第
一
部　

映
画
「
ベ
ア
テ
の
贈
り
も
の
」

藤
原
智
子
監
督
／
92
分
／
２
０
０
４
年
）

○
第
二
部　

講
演
「
甦
る
大
杉
栄
（
仮
）」

（
60
分
）　

講
師
＝
福
島
泰
樹
氏
（
絶
叫
歌
人
、

僧
侶
）

大
杉
栄
・
伊
藤
野
枝
・
橘
宗
一
記
念
集
会

　

前
号
（
35
号
）
記
載
の
龍
武
一
郎
さ

ん
の
紹
介
文
（
１
ペ
ー
ジ
２
段
目
最
後

の
行
）
に
あ
る
「
京
都
市
内
の
豆
腐
屋
」

は
正
し
く
は
「
京
都
市
下
京
区
の
酒
屋
」

の
間
違
い
で
し
た
。
訂
正
し
て
お
詫
び

い
た
し
ま
す
。

◇
主
催
＝
大
杉
栄
の
会

◇
後
援
＝
新
発
田
市
教
育
委
員
会

◇
特
別
協
賛
＝
ぱ
る
出
版

◇
チ
ケ
ッ
ト
＝
前
売
１
０
０
０
円
（
当
日

１
５
０
０
円
）

◇
問
い
合
わ
せ
＝
大
杉
栄
の
会　

斎
藤
徹
夫

（
０
８
０

−

９
２
１
０

−

７
９
３
３
）

【
訂
正
】

今
年
も
静
岡
、
名
古
屋
、
新
発
田
で
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（
公
式
サ
イ
ト
よ
り
）　
「
ス
ペ
イ
ン
革
命
は

ア
ナ
キ
ズ
ム
の
墓
場
で
あ
る
」
と
い
う
よ
う
な

ま
こ
と
し
や
か
な
歴
史
観
が
存
在
す
る
一
方
、

本
邦
初
公
開
す
る
『ECO

N
O

M
IA CO

L

・

LECTIVA

』
で
は
こ
の
一
連
の
エ
ポ
ッ
ク
を

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
最
後
の
革
命
」
と
形
容
し
て
い

る
。
そ
れ
は
つ
ま
り
、
歴
史
上
か
つ
て
な
い

社
会
変
革
の
嵐
が
吹
き
荒
れ
た
こ
と
の
事
実

確
認
で
あ
っ
て
、新
た
な
る
変
化
の
「
始
ま
り
」

を
存
在
的
に
確
証
す
る
も
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
映
像
は
ま
が
う
こ
と
な
く
80
年
と
い

う
時
空
を
超
え
て
そ
の
姿
を
照
射
す
る
で
あ

ろ
う
。

【
イ
ベ
ン
ト
概
要
】

●
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
１
：
講
演
と
映
画

と
き
＝
２
０
１
６
年
９
月
３
日
（
土
）
12
時

半
開
場
、
13
時
開
演
（
資
料
代
千
円
）

と
こ
ろ
＝
東
京
古
書
会
館
７
Ｆ
（
千
代
田
区

神
田
小
川
町
３

−

２
２

◎
映
画
「
ス
ペ
イ
ン
の
短
い
夏
」
◎
講
演
「
ス

ペ
イ
ン
内
戦
と
は
何
だ
っ
た
の
か
」
川
成
洋

（
ス
ペ
イ
ン
史
学
／
法
政
大
名
誉
教
授
）
◎

映

画
「ECO

N
O

M
IA CO

L
・LECTIVA

～

　

７
月
24
日
、
富
士
宮
ふ
も
と
の
家
で
同
じ
静

岡
県
三
島
市
の
グ
ル
ー
プ
「
Ｃ
Ｒ
Ｙ　

Ｉ
Ｎ　

Ｐ
Ｕ
Ｂ
Ｌ
Ｉ
Ｃ
」
と
懇
親
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
今
後
の
富
士
宮
プ
ロ
ジ
ェ
ト（
前
号
参
照
）

を
進
め
る
に
あ
た
り
、
ぜ
ひ
ご
協
力
を
い
た

だ
き
た
い
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今

回
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
メ
ン
バ
ー
の
皆

さ
ん
は
ア
ナ
キ
ズ
ム
文
献
セ
ン
タ
ー
を
ご
存

知
な
い
方
も
多
く
、
さ
ら
に
は
そ
の
セ
ン
タ
ー

が
富
士
宮
に
あ
る
こ
と
も
知
ら
な
か
っ
た
た

め
、
書
庫
を
興
味
深
く
見
て
お
ら
れ
、
セ
ン

TH
E LAST REV

O
LU

TIO
N

 IN
 EU

RO
PE

」

（
ス
ペ
イ
ン
社
会
の
集
産
化
～
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

最
後
の
革
命
）
◎
お
話
（
ビ
デ
オ
レ
タ
ー
）

「ECO
N

O
M

IA CO
L

・LECTIVA

に
つ
い
て
」

海
老
原
弘
子
（
バ
ル
セ
ロ
ナ
在
住
：
翻
訳
家
）

●
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
２
：
上
映
会

と
き
＝
２
０
１
６
年
９
月
10
日
（
土
）
17
時

45
分
開
場
、
18
時
開
演
（
資
料
代
千
円
）

と
こ
ろ
＝
四
谷
地
域
セ
ン
タ
ー
11
Ｆ
（
丸
ノ

内
線
新
宿
御
苑
前
５
分
）

◎
映
画
「
希
望
と
欺
瞞
の
間
に
」
◎
映
画
「
ス

ペ
イ
ン
革
命
の
中
の
ド
ゥ
ル
テ
ィ
」（
と
も
に

ス
ペ
イ
ン
革
命
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
）

●
詳
細
は
公
式
サ
イ
ト
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

http://spain80.sanpal.co.jp

◎
イ
ベ
ン
ト
開
催
「
ス
ペ
イ
ン
革
命
と
現
在
」

９
月
３
日
、
10
日
に
東
京
古
書
会
館
他
で

富
士
宮
ふ
も
と
の
家
で

懇
親
会
開
催

タ
ー
を
知
っ
て
も
ら
う
良
い
機
会
に
も
な
り

ま
し
た
。
懇
親
会
自
体
も
二
十
数
名
参
加
と

い
う
大
賑
わ
い
で
、
小
さ
な
お
子
さ
ん
連
れ

の
ご
家
族
も
多
く
、
ふ
も
と
の
家
に
子
供
た

ち
の
声
が
久
し
ぶ
り
に
響
き
ま
し
た
。
今
後

は
共
同
で
イ
ベ
ン
ト
開
催
な
ど
が
で
き
た
ら

と
思
っ
て
い
ま
す
。

●
Ｃ
Ｒ
Ｙ　

Ｉ
Ｎ　

Ｐ
Ｕ
Ｂ
Ｌ
Ｉ
Ｃ
と
は

　

静
岡
県
三
島
市
に
あ
る
Ｄ
Ｉ
Ｙ
の
オ
ル
タ

ナ
テ
ィ
ヴ
・
ス
ペ
ー
ス
。
さ
ま
ざ
ま
な
集
ま

り
や
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
な

空
間
と
、
小
さ
な
出
版
社C.I.P. Books

の
オ

フ
ィ
ス
を
兼
ね
て
い
ま
す
。

◇
静
岡
県
三
島
市
大
宮
町
３

−

11

−

35　

芹

沢
ビ
ル
１
Ｆ
南

◇http://cry-in-public.tum
blr.com

◇cryinpublic0220@
gm

ail.com

◇Tw
itter : @

cry_in_public
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今
年
１
月
に
完
結
し
た
『
大
杉
栄
全
集
』（
全

12
巻
・
別
巻
１
／
ぱ
る
出
版
）
の
完
結
を
記

念
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
７
月
２
日
、
明
治

大
学
和
泉
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ
た
。
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
先
立
っ
て
上
映
さ
れ
た
の
は

藤
原
智
子
監
督
「
ル
イ
ズ
そ
の
旅
立
ち
」
で

ゲ
ス
ト
と
し
て
制
作
／
イ
メ
ー
ジ
・
ブ
レ
イ

ン
代
表
の
千
原
卓
司
が
映
画
制
作
の
背
景
な

ど
を
語
っ
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
梅
森
直
之
が
基
調
報
告

を
、
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
に
は
著
書
『
村
に
火
を

つ
け
、
白
痴
に
な
れ
』
で
話
題
を
集
め
た
栗

原
康
の
他
、
飛
矢
﨑
雅
也
、
山
中
千
春
、
そ

し
て
司
会
に
田
中
ひ
か
る
の
各
氏
が
各
々
報

告
の
後
、
会
場
参
加
者
と
の
討
議
に
入
っ
た
。

参
加
者
は
90
名
余
、
映
画
上
映
時
を
含
め
る

と
１
０
０
人
前
後
と
な
る
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
終
了
後
は
、
完
結
記
念
祝

賀
会
が
も
た
れ
参
加
者
35
名
が
順
次
自
己
紹

介
と
歓
談
の
う
ち
に
散
会
し
た
。
主
催
は
同

企
画
会
議
、
後
援
が
初
期
社
会
主
義
研
究
会
、

Ａ
文
献
セ
ン
タ
ー
、
ぱ
る
出
版
。

＊
全
集
完
結
後
、『
大
杉
栄
資
料
集
成
』（
全

３
巻
）
が
企
画
さ
れ
て
い
て
年
内
刊
行
を
め

ざ
し
て
鋭
意
編
集
作
業
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
大
杉
栄
と
現
代
」

７
月
２
日　

於
・
明
大
和
泉
キ
ャ
ン
パ
ス

　

 

村
木
源
次
郎
の
書
簡
（
安
谷
寛
一
宛
）
が

某
古
書
展
会
に
出
品
さ
れ
ま
し
た
。
日
付
は

１
９
２
３
年
９
月
18
日
。
ま
だ
大
杉
栄
ら
の

古
書
展
会
に
出
品
さ
れ
た

村
木
源
次
郎
の
書
簡

虐
殺
が
伝
え
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

な
お
、
大
杉
ら
の
虐
殺
を
最
初
に
伝
え

た
新
聞
報
道
は
20
日
の
大
阪
朝
日
新
聞
第

二
号
外
「
甘
粕
憲
兵
分
隊
長　

留
置
中
の

大
杉
栄
を
刺
殺
す
」
で
す
。（
新
聞
資
料
提

供
・
手
塚
登
士
雄
氏
）

　
【
村
木
書
簡
】

ド
エ
ラ
イ
大
地
震
に 

文
化
を
誇
つ
た

帝
都
も 

一
時
に
暗
黑
と
な
つ
た

労
運
は
震
災
火
災
も
免
れ

た　

一
同
不
二 

泰
平
だ

近
憲
以
下
若
手
の
面
々
は
皆

檢
束
さ
れ
た
が

大
杉　

岩
佐　

私
は
自
宅
で
監

視
中
だ　

交
通
食
道
を

絶
た
れ
て 

困
苦
し
て
い
る　

い
づ
れ

鉄
道
完
備
次
第　

関
西
へ
落
ち

の
び
る
積
り
だ
が　

今
至
急
に

い
く
ら
か
送
金
し
て
く
れ

会
社
に
は
和
田
久
が
病
臥
し
て
い
る

毎
日　

檢
束
中
の
同
志
十
名

斗
り
へ　

差
入
れ
で 

可
成
り
忙
し
い

　

九
月
十
八
日　

労
運
社
に
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

源

　
（
翻
刻
・
白
仁
成
昭
）

＊
食
道
＝
糧
食
の
道    
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ナ
チ
ズ
ム
も
ス
タ
リ
ニ
ズ
ム
に
も
反
対
と
、

今
な
ら
簡
単
に
言
え
る
。
で
も
、
渦
中
で
そ

の
態
度
を
貫
く
の
は
と
て
つ
も
な
く
た
い
へ

ん
な
こ
と
だ
。
そ
れ
を
や
り
遂
げ
て
、し
か
も
、

今
も
生
き
て
い
る
１
９
１
９
年
生
ま
れ
の
ア

レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
ナ
コ
フ
さ
ん
。
幼
く
し
て

父
親
を
亡
く
し
、
貧
し
い
母
親
を
助
け
て
き
ょ

う
だ
い
を
守
る
た
め
、
ナ
コ
フ
さ
ん
は
小
さ

い
と
き
か
ら
働
い
て
い
た
。
１
９
３
７
年
、

ス
ペ
イ
ン
戦
争
を
告
げ
る
ビ
ラ
を
き
っ
か
け

に
ア
ナ
キ
ズ
ム
を
知
る
。
こ
の
思
想
を
支
え

し
か
っ
た
が
、
本
は
ブ
ル
ガ
リ
ア
語
だ
っ
た
。

言
語
的
な
ハ
ー
ド
ル
の
高
さ
に
も
、
熱
い
メ
ッ

セ
ー
ジ
に
も
少
し
戸
惑
っ
た
。
け
れ
ど
、
他

の
と
こ
ろ
で
は
伝
え
ら
れ
て
い
な
い
生
の
情

報
が
こ
こ
に
は
あ
る
の
は
確
か
だ
。
想
い
を

受
け
止
め
な
く
て
は
と
感
じ
た
。

　

ブ
ル
ガ
リ
ア
語
を
日
本
語
に
訳
せ
る
よ
う

な
人
に
は
簡
単
に
は
出
会
え
な
か
っ
た
。
直

接
日
本
語
に
す
る
こ
と
を
あ
き
ら
め
て
英
訳

者
を
探
す
に
し
て
も
、
や
は
り
苦
労
し
た
。

わ
た
し
は
適
切
な
支
払
い
さ
え
で
き
な
い
の

だ
か
ら
、
善
意
に
頼
る
ば
か
り
だ
っ
た
。
そ

れ
で
も
時
間
を
掛
け
て
あ
れ
こ
れ
と
当
た
っ

て
い
く
う
ち
に
、
ア
ナ
キ
ス
ト
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
場
所
を
隔
て
た
人
々
を
つ
な
い
で
い
っ

た
。
ウ
ェ
ブ
で
の
呼
び
か
け
に
、
見
知
ら
ぬ

バ
ー
ク
レ
ー
の
親
切
な
同
志
が
コ
メ
ン
ト
を

く
れ
て
、
バ
ル
カ
ン
ア
ナ
キ
ズ
ム
ブ
ッ
ク
フ
ェ

ア
で
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
を
し
た
テ
ッ
サ
ロ
ニ

キ
の
リ
ヤ
に
繋
が
り
、
リ
ヤ
は
留
学
先
の

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら
ソ
フ
ィ
ア
に
戻
っ
た
ば

か
り
の
マ
リ
ア
を
教
え
て
く
れ
た
。
そ
の
後
、

レ
ス
タ
ー
に
住
む
気
の
利
く
仲
間
の
ロ
ブ
が

編
集
を
買
っ
て
出
て
、
そ
の
ロ
ブ
が
数
年
掛

か
っ
て
、
す
ば
ら
し
い
解
説
者
の
ニ
ッ
ク
と
、

発
行
し
て
く
れ
る
カ
ナ
ダ
の
出
版
社
を
見
つ

け
出
し
て
く
れ
た
。
こ
う
し
て
英
語
版
の
出

版
が
実
現
し
た
。
英
語
を
読
め
る
ア
ナ
キ
ス

ト
に
は
ぜ
ひ
買
っ
て
ほ
し
い
。
サ
イ
ト
に
通

に
し
て
、
家
族
や
友
人
と
い
う
身
近
な
人
を

大
切
に
し
て
、
純
真
に
生
き
て
き
た
。
ナ
コ

フ
さ
ん
は
長
き
に
わ
た
り
投
獄
さ
れ
る
。
は

じ
め
は
ブ
ル
ガ
リ
ア
を
襲
っ
た
ナ
チ
ズ
ム
に

よ
っ
て
。
そ
れ
か
ら
、
ス
タ
リ
ニ
ズ
ム
に
よ
っ

て
。
本
書
は
ナ
コ
フ
さ
ん
が
８
０
歳
代
の
と

き
に
、
子
供
時
代
か
ら
投
獄
時
代
に
わ
た
っ

て
の
自
身
と
仲
間
、
周
り
の
人
た
ち
の
こ
と

を
記
し
た
回
想
録
で
あ
る
。

　

２
０
０
６
年
、
セ
ル
ビ
ア
の
ベ
オ
グ
ラ
ー

ド
で
開
か
れ
た
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
の
世
界
的
な

大
会
の
自
由
時
間
に
、
様
々
な
参
加
者
の
う

ち
で
も
ア
ナ
キ
ス
ト
で
あ
る
人
た
ち
で
集
ま

る
機
会
が
あ
っ
た
。
私
に
と
っ
て
は
そ
れ
が

ナ
コ
フ
さ
ん
と
の
出
会
い
だ
っ
た
。

　
「
生
ま
れ
て
初
め
て
の
国
外
旅
行
な
ん
だ

よ
。
ブ
ル
ガ
リ
ア
政
府
に
ず
っ
と
監
視
さ
れ

て
い
て
、
国
外
へ
出
る
こ
と
も
禁
じ
ら
れ
て

い
た
ん
だ
」。
日
本
か
ら
一
人
で
参
加
し
て
い

た
私
に
、
ナ
コ
フ
さ
ん
は
親
し
げ
に
熱
心
に

語
り
か
け
て
き
て
、大
会
の
終
わ
り
に
「
ぜ
ひ
、

こ
の
事
実
を
知
っ
て
ほ
し
い
」
と
、
本
書
の

オ
リ
ジ
ナ
ル
版
を
手
渡
し
た
。

　

貴
重
で
記
念
的
な
贈
り
物
は
と
て
も
う
れ

販
の
案
内
が
あ
る
。

http://w
w

w
.blackcatpress.ca/N

akov.

htm
l

　

実
は
、
日
本
語
版
に
つ
い
て
は
８
割
の
作
業

が
終
わ
っ
て
い
る
。
大
阪
の
言
語
学
者
で
ア
ナ

キ
ス
ト
・
エ
ス
ペ
ラ
ン
テ
ィ
ス
ト
の
タ
ニ
ヒ
ロ

ユ
キ
氏
が
、
マ
リ
ア
の
英
訳
と
ブ
ル
ガ
リ
ア
語

の
原
著
を
見
比
べ
な
が
ら
、
コ
ツ
コ
ツ
と
和

訳
を
続
け
て
い
た
。
け
れ
ど
も
２
年
前
の
夏
、

タ
ニ
氏
は
突
然
こ
の
世
を
去
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

本
当
に
ど
の
協
力
者
も
み
な
善
意
の
手
弁

当
で
、
頭
が
上
が
ら
な
い
。
で
も
、
ま
た
こ

こ
で
求
め
る
こ
と
を
許
し
て
ほ
し
い
。
ま
ず

は
英
語
版
を
手
に
し
て
ほ
し
い
。
あ
と
少
し

の
仕
上
げ
に
協
力
で
き
る
人
が
い
た
ら
、
タ

ニ
氏
の
作
業
を
引
き
継
い
で
も
ら
え
な
い
だ

ろ
う
か
。

ブ
ル
ガ
リ
ア
の
ア
ナ
キ
ス
ト

ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
ナ
コ
フ
氏
の
回
想
録

杏
藤　

紫
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ア
ナ
キ
ズ
ム
に
選
挙
の
宣
伝
は
そ
ぐ
わ
な
い

原
文
は
、
以
下
の
ペ
ー
ジ
で
読
む
こ
と
が
で
き
る
。https://cbm

ilstein.
w
ordpress.com

/2015/11/03/anarchism
-doesnt-fit-in-prom

oting-
their-ballot-boxes/

訳
注
　 シ

ン
デ
ィ
・
ミ
ル
ス
タ
イ
ン
（
森
川
莫
人 

訳
）

　

だ
い
ぶ
前
に
な
る
が
、
か
つ
て
行
わ
れ
て

い
た
（
素
晴
ら
し
い
）「
組
織
的
抵
抗
運
動
全

国
大
会
」
に
お
い
て
私
が
取
り
ま
と
め
た
公

開
討
論
会
か
ら
、
そ
の
日
遅
く
に
私
た
ち
の

多
く
が
話
し
合
う
中
で
、「
単
に
投
票
（
棄
権
）

し
て
は
な
ら
な
い
」
と
い
う
ア
ナ
キ
ス
ト
の
戦

略
が
出
現
し
た
。
そ
の
前
提
は
、
投
票
に
行

く
こ
と
に
し
た
場
合
、
選
挙
の
投
票
用
紙
に

記
入
す
る
の
は
１
分
足
ら
ず
だ
が
、「
残
り
の

３
６
４
日
23
時
間
59
分
は
何
を
す
る
の
か
？
」

だ
っ
た
。
こ
れ
こ
そ
が
重
要
な
の
だ
！
こ
れ

は
、
何
時
間
も
、
何
日
も
、
何
ヶ
月
も
選
挙
政

治
を
論
じ
よ
う
と
い
う
考
え
で
は
な
い
。
米
国

で
政
治
だ
と
ま
か
り
通
っ
て
い
る
こ
と
を
突

然
可
視
化
し
て
空
間
を
作
り
出
し
、
そ
の
空
間

を
利
用
し
て
別
種
の
自
己
決
定
・
自
主
組
織
・

自
治
の
方
法
を
例
証
し
よ
う
と
し
て
い
た
の

で
あ
る
。

　

当
時
、
そ
し
て
現
在
ま
で
、
こ
の
考
え
が
、

実
際
の
計
画
は
難
し
か
っ
た
に
せ
よ
、
ア
ナ

キ
ズ
ム
の
思
考
と
組
織
作
り
を
急
速
に
進
歩

さ
せ
た
と
私
は
思
っ
て
い
る
。

　

現
在
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
は
全
く
新

し
い
選
挙
の
土
俵
を
創
り
出
し
、
ア
ナ
キ
ス

ト
が
余
り
に
も
余
り
に
も
余
り
に
も
多
く
の

時
間
を
今
期
の
選
挙
に
費
や
し
て
い
る
よ
う

に
思
え
る
。

　

私
に
は
、
投
票
日
に
個
人
が
投
票
す
る
か

し
な
い
か
を
審
判
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

こ
れ
は
個
人
的
な
決
定
で
あ
り
、
解
放
的
反

国
家
主
義
政
治
に
固
執
す
る
な
ら
、
静
か
に

決
め
て
静
か
に
行
え
ば
よ
い
。
私
と
し
て
は
、

投
票
は
概
し
て
無
意
味
な
行
為
だ
と
思
う
た

め
、
紙
媒
体
や
電
子
媒
体
の
国
家
主
義
投
票

用
紙
に
誰
か
が
チ
ェ
ッ
ク
マ
ー
ク
を
付
け
た

と
し
て
も
大
し
た
問
題
で
は
な
い
。

　

私
に
と
っ
て
問
題
に
思
え
る
の
は
、
ア
ナ

キ
ス
ト
や
そ
れ
に
類
す
る
人
々
―
―
国
政
術

に
原
理
的
に
も
実
践
的
に
も
根
本
か
ら
反
対

す
る
人
々
―
―
が
、
特
に
個
人
と
し
て
、
選

挙
政
治
の
積
極
的
支
持
者
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

活
動
家
・
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
上
の
熱
狂
的
プ

ロ
モ
ー
タ
ー
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

特
定
の
限
定
的
な
時
期
で
、
大
衆
運
動
が
あ

る
場
合
に
、
一
種
の
集
団
的
投
票
は
意
味
が

あ
る
、と
論
じ
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
例
え
ば
、

ギ
リ
シ
ャ
に
住
ん
で
い
る
人
々
を
さ
ら
に
窒

息
さ
せ
る
緊
縮
策
と
上
か
ら
示
さ
れ
た
改
革

案
に
対
し
て
「
ノ
ー
」（
オ
ヒ
）
と
言
う
か
ど

う
か
に
つ
い
て
最
近
ギ
リ
シ
ャ
で
行
わ
れ
た

国
民
投
票
が
そ
う
だ
。
こ
の
場
合
、
オ
ヒ
へ

の
投
票
は
選
挙
の
機
会
と
は
言
え
ず
、「
も
う

う
ん
ざ
り
だ
！
」
と
い
う
ギ
リ
シ
ャ
社
会
の

大
多
数
の
叫
び
な
の
だ
―
―
そ
し
て
こ
れ
が
、

ギ
リ
シ
ャ
の
人
々
が
全
く
信
頼
し
て
い
な
い

国
家
に
対
し
て
直
接
論
争
を
仕
掛
け
る
上
で
、

社
会
闘
争
・
社
会
運
動
・
連
帯
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
持
つ
力
を
知
ら
し
め
て
い
る
の
だ
―
―

と
主
張
で
き
よ
う
。（
ま
た
、
最
近
私
が
ギ
リ

シ
ャ
を
訪
れ
た
際
に
聞
い
た
の
だ
が
、
国
民

投
票
に
参
加
す
る
こ
と
さ
え
も
が
見
せ
か
け

で
、
そ
の
後
に
不
況
が
悪
化
し
、
そ
の
結
果
、

積
極
的
参
加
の
低
下
を
招
い
た
と
い
う
反
論

も
あ
り
得
よ
う
。）

　

し
か
し
、
非
常
に
多
く
の
「
ア
ナ
キ
ス
ト
」

と
「
反
国
家
主
義
者
」
が
本
年
、
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
と
ツ
イ
ッ
タ
ー
な
ど
の
ソ
ー
シ
ャ
ル

メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
、
ま
た
現
場
で
、
選
挙

の
企
画
に
何
時
間
も
費
や
そ
う
と
登
録
し
て

い
る
。
こ
れ
に
は
常
に
代
償
が
伴
う
。
か
ね

て
か
ら
「
街
頭
」
や
「
町
内
」
で
そ
の
人
た

ち
が
行
っ
て
い
た
自
主
組
織
と
直
接
行
動
の

活
動
が
遅
々
と
し
て
進
ま
な
く
な
っ
た
り
、

完
全
に
止
ま
っ
た
り
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

私
た
ち
は
常
に
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
で
あ
る
。

だ
か
ら
、
自
分
た
ち
の
原
則
的
立
場
を
保
持

す
る
こ
と
が
極
度
に
重
要
だ
と
私
は
思
う
。

こ
の
立
場
が
、
社
会
に
影
響
を
与
え
る
批
判

的
な
視
点
を
も
た
ら
し
、
別
な
思
考
方
法
・

存
在
方
法
・
行
動
方
法
を
例
示
す
る
よ
う
議

論
を
組
立
て
直
す
。
そ
し
て
、
私
た
ち
は
同

じ
よ
う
に
、
自
分
た
ち
の
倫
理
を
具
体
化
す

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
、
少
な
く
と
も
、
支
配

と
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
の
論
理
に
対
す
る
対
抗
権

力
に
な
ろ
う
と
奮
闘
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
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組
織
す
る
た
め
に
自
分
の
時
間
を
費
や
し
て

い
る
。
私
た
ち
が
保
持
し
、
世
界
で
実
験
し
よ

う
と
切
望
し
て
い
る
こ
と
は
、
少
な
く
と
も
、

（
民
族
的
に
は
ク
ル
ド
人
と
ト
ル
コ
人
の
３
人

の
同
志
た
ち
が
コ
ベ
イ
ン
／
ロ
ジ
ャ
ヴ
ァ
に

つ
い
て
語
っ
て
い
た
よ
う
に
）
反
国
家
主
義
・

反
資
本
主
義
・
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
と
い
う
３
つ
の

支
柱
に
基
づ
い
て
い
る
。
米
国
で
は
４
つ
目
の

支
柱
と
し
て
白
人
至
上
主
義
の
廃
絶
を
付
け

加
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。
私
た
ち
が
実
際
に
い

つ
も
数
が
少
な
い
の
な
ら
、
戦
い
を
注
意
深

く
選
ぶ
こ
と
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
特
に
、

支
配
す
る
側
が
万
人
を
（
そ
こ
に
は
私
た
ち

の
多
く
が
含
ま
れ
る
）
徐
々
に
傷
つ
け
て
い

る
よ
う
に
見
え
る
こ
の
冷
た
く
無
慈
悲
で
腐

敗
し
た
世
界
で
、
私
た
ち
が
抱
い
て
い
る
価

値
観
を
大
切
に
開
花
さ
せ
る
た
め
に
は
必
須

な
の
だ
。

　

私
は
、
今
日
、
投
票
ブ
ー
ス
に
足
を
踏
み
入

れ
る
と
決
め
た
人
を
裁
き
は
し
な
い
し
、
不

愉
快
な
「
選
択
肢
」
の
中
か
ら
不
愉
快
な
決

定
を
私
た
ち
が
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ

て
い
る
こ
と
に
絶
望
す
る
こ
と
も
な
い
。
そ

れ
に
は
国
家
と
の
あ
ら
ゆ
る
類
の
「
強
制
的
」

関
わ
り
、
例
え
ば
、
税
金
を
払
う
か
ど
う
か
・

住
居
の
な
い
人
々
を
締
め
出
し
て
い
る
公
立

図
書
館
を
使
う
か
ど
う
か
・
警
官
に
守
ら
れ

た
公
立
学
校
に
子
供
た
ち
を
通
わ
せ
る
の
か

ど
う
か
、
こ
う
し
た
嫌
に
な
る
ほ
ど
の
こ
と

が
含
ま
れ
る
。
た
だ
、
多
く
の
自
称
ア
ナ
キ

ス
ト
が
国
家
と
資
本
の
政
治
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
な
っ
て
い
る
中
、
私
は
、

い
わ
ゆ
る
合
州
国
に
お
け
る
「
ア
ナ
キ
ズ
ム
」

が
何
を
意
味
し
て
い
る
の
か
非
常
に
悩
ん
で

―
―
少
な
く
と
も
疑
問
視
し
て
・
嘆
い
て
―

―
い
る
。

　

結
局
、
人
が
「
ア
ナ
キ
ス
ト
」
な
の
で
は
な

く
、
常
に
人
は
日
常
の
実
践
の
中
で
も
っ
と

ア
ナ
キ
ス
ト
的
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
の
だ

と
私
は
信
じ
る
。
こ
れ
は
、
レ
ッ
テ
ル
の
問

題
と
い
う
よ
り
も
、
人
間
と
し
て
・
シ
ン
ボ

ル
と
し
て
・
運
動
と
し
て
・
相
談
相
手
と
し
て
・

羅
針
盤
と
し
て
・
狼
煙
と
し
て
私
た
ち
が
ど

の
よ
う
な
行
動
を
選
ぶ
か
に
関
わ
っ
て
い
る
。

　

私
が
ギ
リ
シ
ャ
で
出
会
っ
た
イ
タ
リ
ア
人

同
志
が
言
っ
た
的
確
な
魔
法
の
言
葉
を
繰
り

返
そ
う
。

「
自
由
は
美
し
す
ぎ
て
、
奴
ら
の
投
票
箱
に
は

相
応
し
く
な
い
の
だ
。」

(P
h

oto b
y C

in
d

y M
ilstein

, art of 

resistance, Athens, Greece, O
ct 2015.)

　

今
年
は
金
子
文
子
の
没
90
年
に
当
た
り
、

恒
例
の
追
悼
式
に
加
え
て
日
韓
共
同
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
（
６
回
目
に
当
る
）
が
韓
国
か
ら

９
名
の
参
加
者
を
得
て
、
７
月
24
日
山
梨
市

で
と
り
行
わ
れ
た
。

　

第
一
部
の
追
悼
式
は
牧
丘
町
の
文
子
碑
の

前
で
、
開
催
の
辞
に
つ
づ
い
て
黙
祷
、

や
ま
な
し
金
子
文
子
研
究
会
の
代
表
・

佐
藤
信
子
さ
ん
の
挨
拶
に
始
ま
り
、
山

梨
市
長
・
望
月
清
賢
さ
ん
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
、韓
国
の
朴
烈
義
士
記
念
館
理
事
長
・

朴
仁
遠
さ
ん
の
追
悼
辞
ほ
か
が
あ
っ

て
、
最
後
に
遺
族
を
代
表
し
て
金
子
敬

さ
ん
の
挨
拶
と
ハ
ー
モ
ニ
カ
演
奏
で
幕

と
な
っ
た
。

　

第
二
部
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
「
街

の
駅
や
ま
な
し
」
に
場
所
を
移
し
て
昼

食
の
後
開
催
さ
れ
た
。
韓
国
の
国
民
文

化
研
究
所
・
李
文
昌
さ
ん
の
挨
拶
に
つ

づ
い
て
、
小
松
隆
二
、
郭
昌
祿
、
金
明

燮
、
鈴
木
裕
子
、
青
野
禮
、
鮎
澤
譲
の

各
氏
の
発
表
が
あ
り
、
会
場
と
の
質
疑

応
答
は
各
々
活
発
で
時
間
の
過
ぎ
る
の

没
後
90
年
文
子
忌
、
日
韓
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催

７
月
24
日　

山
梨
市
牧
丘
町

を
忘
れ
る
程
で
あ
っ
た
。

　

一
・
二
部
と
も
参
加
者
は
45
～
50
名
。
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
の
後
、
第
三
部
の
歓
迎
夕
食
会

が
も
た
れ
、
意
見
交
換
と
歓
談
を
通
じ
て
日

韓
の
交
流
が
図
ら
れ
た
。
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こ
の
夏
、
小
松
隆
二
さ
ん
が
論
創
社
か

ら
『
新
潟
が
生
ん
だ　

七
人
の
思
想
家
た
ち
』

（
三
千
円
＋
税
）
を
出
さ
れ
て
い
る
。（
下
段
）

　

七
人
の
中
に
は
、
も
ち
ろ
ん
大
杉
栄
が
入
っ

て
い
る
。
そ
の
大
杉
の
項
目
に
土
岐
善
麿
が

大
杉
ら
の
死
を
悼
ん
だ
四
首
「
友
の
惨
死
」

が
再
録
さ
れ
て
い
る
が
、
注
目
さ
れ
る
の
が

死
の
直
前
の
宗
一
少
年
を
う
た
っ
た
一
首
。

　

殺
さ
る
る　

い
の
ち
と
知
ら
め
や
幼
児
は

　

窓
辺
に
立
ち
て　

月
を
仰
ぎ
し

　
　
　
　
　
　

土
岐
善
麿　
「
緑
の
斜
面
」

　

死
の
直
前
、
宗
一
が
夕
空
の
星
を
数
え
て

『
村
に
火
を
つ
け
、
白
痴
に
な
れ
』

栗
原
康　

疾
走
す
る
伊
藤
野
枝
伝

武
智　

忍

連
載
（
８
）　　
　

   　
　

新
刊
の
話
題

者
の
栗
原
氏
が
掘
り
下
げ
、
そ
こ
か
ら
作
り

だ
し
て
い
っ
た
独
特
の
決
め
つ
け
と
文
体
が

合
わ
な
い
。

　

と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
こ
の
本
『
村
に
火
を
つ
け
―
』

が
好
評
を
呼
ん
で
い
る
の
が
、
そ
の
文
体
（
朝

日
新
聞
読
書
欄
評
）
な
の
だ
か
ら
、
事
情
は

複
雑
だ
。

　

―
不
倫
上
等
、
淫
乱
好
し
。

　

ペ
ー
ジ
の
「
は
じ
め
に
」
か
ら
し
て
こ
の

調
子
。

　

野
枝
伝
は
ず
い
分
と
あ
る
が
、
こ
ん
な
文

章
は
例
が
な
い
。
文
体
か
ら
し
て
挑
戦
的
。

短
歌
的
な
ら
ぬ
啖
呵
的
な
の
だ
。

　

こ
ん
が
ら
か
っ
た
人
間
関
係
。
激
し
い
愛

憎
が
描
か
れ
て
い
る
第
三
章
の
見
出
し
は
「
ひ

と
の
セ
ッ
ク
ス
を
笑
う
な
」。

　

そ
れ
が
さ
ら
に
第
四
章
、「
ひ
と
つ
に
な
っ

て
も
、
ひ
と
つ
に
な
れ
な
い
よ
」
と
続
く
。

　

前
作
『
大
杉
栄
伝
』
で
は
、
節
の
終
わ
り

に
ち
ょ
っ
ぴ
り
付
け
ら
れ
て
い
た
啖
呵
。
そ

れ
が
、
本
書
で
は
一
貫
し
た
基
調
に
な
っ
て

い
る
。

　

野
枝
の
生
き
ざ
ま
を
そ
の
ま
ま
表
し
た
か

の
よ
う
な
、
挑
戦
的
、
挑
発
的
な
筆
運
び
。

　

そ
れ
が
若
い
読
者
の
共
感
を
呼
ん
で
い
る

の
で
あ
ろ
う
。

い
た
―
と
い
う
悲
し
い
光
景
。『
も
う
一
つ
の

非
命　

橘 

宗
一
少
年
記
』（
海
曜
社
ブ
ッ
ク

レ
ッ
ト
）
で
は
、
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
で
発
行
さ

れ
て
い
た
邦
字
紙
の
記
事
の
背
後
説
明
が
あ

る
が
、
国
内
で
も
こ
の
報
道
が
流
さ
れ
て
い

た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

な
お
昭
和
44
年
発
行
の
『
日
本
の
詩
歌
』
11

（
中
央
公
論
社
）
で
は
、
宗
一
を
う
た
っ
た
一

首
は
省
か
れ
て
い
る
。

　

前
号
の
大
杉
ら
の
墓
前
祭
を
補
足
す
れ
ば
、

静
岡
は
九
月
十
日
（
土
）
十
一
時
か
ら
沓
谷

霊
園
の
墓
碑
前
。
記
念
講
演
は
会
場
を
ア
ザ

レ
ア
に
移
し
て
午
後
二
時
か
ら
。
講
師
は
田

中
伸
尚
氏
。

　

翌
日
、
名
古
屋
の
橘
宗
一
少
年
墓
前
祭
は

例
年
の
通
り
、
十
二
時
三
十
分
、
日
泰
寺
境

内
集
合
に
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　

＊

　

さ
て
、評
判
に
な
っ
て
い
る
栗
原 
康
著
『
村

に
火
を
つ
け
、
白
痴
に
な
れ
』（
岩
波
書
店　

一
八
〇
〇
円
＋
税
）
で
あ
る
。

　

大
杉
研
究
の
第
一
人
者
の
一
人
は
、
あ
る

種
の
戸
惑
い
を
か
く
す
こ
と
な
く
「
…
ど
う

も
私
に
は
あ
い
ま
せ
ん
」
と
い
う
。
事
実
誤

認
が
あ
る
と
か
（
誤
植
が
あ
る
と
か
…
実
は

若
手
の
著
者
に
目
立
つ
）
い
う
の
で
は
な
い
。

　
「
あ
の
表
現
が
合
わ
な
い
」。
要
す
る
に
、
著

新
刊
紹
介

●
後
藤
彰
信
著
『
石
川
三
四
郎
と
日
本
ア
ナ
ー

キ
ズ
ム
』
Ａ
５
判　

２
４
３
頁　

同
成
社　

定
価
５
５
０
０
円
＋
税

【
主
要
目
次
】
序
章　

日
本
的
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム

論
／
第
一
章　

ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
の
受
容
と
伝

統
思
想
／
第
二
章　

初
期
社
会
主
義
に
お
け

る
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
の
位
置
／
第
三
章　

社
会

運
動
と
し
て
の
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
と
そ
の
社
会

構
想
／
第
四
章　

社
会
運
動
の
退
潮
と
新
し

い
統
合
原
理
の
模
索
／
終
章　

日
本
ア
ナ
ー

キ
ズ
ム
に
お
け
る
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

ム●
小
松
隆
二
著
『
新
潟
が
生
ん
だ
七
人
の
思

想
家
た
ち
』
四
六
判　

３
４
６
頁　

論
創
社

　

定
価
３
０
０
０
円
＋
税

【
相
馬
御
風　

小
川
未
明　

市
島
謙
吉　

土
田

杏
村　

大
杉
栄　

小
林
富
次
郎　

本
間
俊
平
】

「
今
回
取
り
上
げ
た
七
人
に
あ
る
程
度
共
通
す



CIRA-Japana（８） 第 36 号

ア
ナ
キ
ズ
ム
文
献
セ
ン
タ
ー
通
信
第
36
号

発
行
／
２
０
１
６
年
8
月
25
日

発
行
所
／
ア
ナ
キ
ズ
ム
文
献
セ
ン
タ
ー

編
集
／
運
営
委
員
会

連
絡
先
／
東
京
都
新
宿
区
新
宿 

　
　
　
　
　
　
　

  　

 

１

−

30

−

12

−

302

郵
便
振
替
口
座
／

　
　
　

０
０
８
５
０

−

３

−

３
０
０
１
０

　
　
　

口
座
名　

Ａ
文
献
セ
ン
タ
ー

Ｅ
メ
ー
ル
／contact @

cira-japana.net

定
価
／
一
部
１
０
０
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八
街
だ
よ
り

■
こ
の
と
こ
ろ
東
の
千
葉
よ
り
も
西
へ
行
く

こ
と
が
多
く
、
八
街
行
き
は
し
ば
ら
く
お
預

け
と
な
っ
て
い
る
。
６
月
19
日
―
富
士
宮
の

市
立
病
院
に
龍
闊
子
さ
ん
を
見
舞
い
後
、
ふ

も
と
の
家
へ
行
く
が
、
カ
ギ
が
閉
ま
っ
て
い

て
龍
さ
ん
の
応
対
が
な
く
（
耳
が
不
自
由
な

た
め
、
就
寝
中
だ
と
お
手
上
げ
）
届
け
も
の

の
「
セ
ン
タ
ー
通
信
」
と
メ
モ
を
残
し
て
帰

る
。
闊
子
さ
ん
の
話
で
は
夜
半
ま
で
テ
レ
ビ

漬
け
と
な
り
、
生
活
時
間
が
不
規
則
に
な
っ

て
い
る
と
の
こ
と
。
７
月
29
日
―
海
老
名
で

古
屋
君
と
落
ち
合
い
車
で
富
士
宮
へ
。
娘
さ
ん

の
恭
子
さ
ん
と
連
絡
を
と
り
あ
い
、
市
役
所

前
で
闊
子
さ
ん
に
会
う
。
ほ
っ
そ
り
し
っ
か

り
し
た
顔
付
き
と
な
り
元
気
そ
う
で
あ
っ
た
。

の
ち
に
介
護
・
リ
ハ
ビ
リ
の
た
め
転
院
し
た

新
富
士
宮
病
院
へ
（
ふ
も
と
の
家
か
ら
歩
い

て
15
分
位
の
と
こ
ろ
に
あ
る
）
で
再
び
合
流
。

闊
子
さ
ん
は
話
が
龍
さ
ん
の
こ
と
に
な
る
と

「
寂
し
い
ん
で
す
よ
」
と
声
を
つ
ま
ら
せ
る
。

■
病
院
か
ら
ふ
も
と
の
家
へ
。
龍
さ
ん
は
昼

寝
中
、
恭
子
さ
ん
に
起
こ
さ
れ
て
助
聴
器
を

使
い
な
が
ら
打
合
せ
。
富
士
宮
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
変
更
に
つ
い
て
。
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
が
来

て
い
る
と
は
い
っ
て
も
、
室
内
は
や
は
り
雑

然
と
し
て
い
る
。
一
度
大
掃
除
の
必
要
が
あ

る
。
庭
木
の
剪
定
に
つ
い
て
は
８
月
６
日
に

増
山
君
が
取
り
組
ん
で
く
れ
る
予
定
で
、
私

も
同
行
し
て
手
伝
う
つ
も
り
で
い
る
。
た
だ
、

宿
泊
で
き
な
い
状
況
な
の
で
日
帰
り
に
な
る

か
ら
、
ど
こ
ま
で
で
き
る
か
。

■
寄
贈
―
神
戸
の
平
山
忠
敬
さ
ん
よ
り
書
籍

３
箱
の
寄
贈
を
受
け
ま
し
た
。
有
難
う
ご
ざ

い
ま
す
。

■
北
海
道
の
北
村
巌
さ
ん
よ
り
、
資
料
と
し

て
収
集
し
た
個
人
遺
稿
集
が
70
冊
ほ
ど
あ
り

寄
贈
し
た
い
が
可
能
性
は
？
と
の
話
が
あ
り

ま
し
た
。
現
状
で
は
ス
ペ
ー
ス
不
足
で
十
分

な
対
応
は
難
し
い
が
、
建
設
予
定
の
書
庫
が

で
き
れ
ば
Ｏ
Ｋ
。
で
き
た
ら
目
録
を
作
っ
て

欲
し
い
旨
を
お
伝
え
し
ま
し
た
。

る
こ
と
は
、
新
潟
の
幼
少
年
時
代
に
郷
里
と
の

つ
な
が
り
を
強
く
意
識
さ
せ
ら
れ
て
い
る
こ

と
、
ま
た
そ
の
時
代
に
自
分
の
将
来
に
向
け

て
夢
な
り
目
的
意
識
な
り
を
持
ち
始
め
た
こ

と
で
あ
る
。
新
潟
と
い
っ
て
も
、
地
域
に
よ
っ

て
環
境
も
状
況
も
一
つ
で
は
な
い
が
、
七
人
は

い
ず
れ
も
北
方
の
雪
国
と
い
う
厳
し
い
条
件

を
共
通
に
背
負
っ
て
育
っ
た
。（「
は
し
が
き
」

寄
贈
資
料

　

カ
ナ
ダ
・
ビ
ク
ト
リ
ア
大
学
で
ア
ナ
キ
ズ

ム
資
料
を
収
集
し
て
い
るAllan Antliff

氏
よ

り
、
Ｔ
シ
ャ
ツ
や
資
料
な
ど
を
寄
贈
い
た
だ

よ
り
）

き
ま
し
た
。
当
面
は
新
宿
事
務
所
に
保
管
し

ま
す
の
で
、
ご
興
味
の
あ
る
方
は
ど
う
ぞ
お

越
し
く
だ
さ
い
。


